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安心・安全な水道水のために
定期的に水道水の水質検査を行っています
水質について詳しくはこちらから



かすかべまちづくりフェスタに参加しましたかすかべまちづくりフェスタに参加しました

（２）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年２月　Vol.8かすかべ上下水道だより　ー水音ー

・水道事業は利用者皆様からの水道料金で賄われています。
・人口減少や節水機器の普及などにより水需要は減少しており
　総収益は年々減少しています。
・令和６年度決算では、収入よりも水道管や浄水場などの整備
　に使われる支出の方が多かったため、内部留保資金（貯金）
　を取り崩して補てんしました。
・令和８年４月からは、県水料金（県から水道水を購入する際
　の卸値）が約21％値上げされる事が決定しており、水道経営
　はさらに厳しくなります。

水道事業の経営状況について

広告

令和６年度決算のお知らせ令和６年度決算のお知らせ
（水道事業）（水道事業）

収 入（財源） 支 出

※税抜き金額です

水道料金
35.4億円

水道水を作り、
お届けする
ための費用
40.8億円

純利益0.5億円

その他営業収益等
5.8億円

企業債返済金
4.4億円

積立金・内部留保
7.1億円

建設改良費
10.8億円

企業債借入 5.5億円
分担金 2.7億円

かすかべまちづくりフェスタに参加しましたかすかべまちづくりフェスタに参加しました
9月27日（土）に開催された「かすかべまちづくりフェスタ」
に上下水道部が参加しました。当日は来場された方に給水
車による給水体験や漏水修繕体験などを通じて「身近な水
の大切さ」を実感していただきました。

新水道事業ビジョン（経営戦略）の改定作業を行っています新水道事業ビジョン（経営戦略）の改定作業を行っています
 ･将来にわたって安全で良質な水道水を安定的に供給するため、
　今後の水道事業のあるべき将来像と目標設定を行い、その実現
　に向けた施策や中長期的な経営について定めた計画である
　「春日部市新水道事業ビジョン（経営戦略）」の改定を審議会
　のご意見を伺いながら進めています。
・あわせて適切な料金のあり方についても検討しています。
・令和８年３月末までにとりまとめ、市ホームページで公表します。

一段と厳しくなる春日部市の上下水道経営一段と厳しくなる春日部市の上下水道経営
・水道施設や管路の老朽化が進んでいます（下図参照）
・高度成長期に整備した管路が、今後一斉に更新時期を迎えます
・能登半島地震などをきっかけに更新需要が高まっています
・専門的知識を持つ人材の減少と若手への技術継承が困難

・計画的な管路更新が必要
・重要な拠点施設を優先した耐震化
・民間活力導入の検討
・DX を活用した効率的な点検

〇水道事業の現状と課題    担当：経営総務課 上水道庶務経理担当（内線 7515）

50年以上経過した配水管の閉塞
状況

配水池設備のサビによる腐食 腐食で鉄筋の露出した浄水場施設 浄水場施設の外壁の剥離

持続可能な上下水道経営に向けて



令和８年２月　Vol.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３）かすかべ上下水道だより　ー水音ー

・高度成長期に短期間で整備を進めてきましたが、整備にかか
　る費用の多くを借入金で賄ってきました。
・使用料収入に加えて市からの補助金により
　経営を行っています。
・令和７年４月からは、県の中川流域下水
　道維持管理負担金が約7.5％値上げされ
　ており、下水道事業経営はさらに厳しく
　なっています。

下水道事業の経営状況について

広告

広告

令和６年度決算のお知らせ令和６年度決算のお知らせ
（下水道事業）（下水道事業）

収 入（財源） 支 出

※税抜き金額です

下水道使用料
23.8億円

下水道を維持管理
するための費用

38.9億円

純利益8.5億円

その他営業収益等
7.9億円

企業債返済金
29.1億円

積立金・内部留保
22.7億円 建設改良費

16.4億円

企業債借入
16.7億円

補助金等
21.8億円

下水道事業経営戦略の改定作業を行っています下水道事業経営戦略の改定作業を行っています
・将来にわたって安定的に下水道事業を継続していくための目標
　設定を行い、その実現に向けた中長期的な経営について定めた
　計画である「春日部市下水道事業経営戦略」の改定を審議会の
　ご意見を伺いながら進めています。
・あわせて適切な使用料のあり方についても検討しています。
・令和８年３月末までにとりまとめ、市ホームページで公表し
　ます。

一段と厳しくなる春日部市の上下水道経営一段と厳しくなる春日部市の上下水道経営
・下水道施設（下水道管）の老朽化がこれから急速に進行します
・高度成長期に整備した管路が、今後一斉に更新時期を迎えます
・八潮市内の道路陥没事故や能登半島地震により、耐震化への需要
  が高まっています

・計画的な施設更新が必要
・大規模災害に備えた対応
・民間活力導入の検討
・DX を活用した効率的な点検

〇下水道事業の現状と課題　担当：経営総務課 下水道庶務経理担当（内線 7517）

　　　マンホール浮上（輪島市）八潮市道路陥没事故  陥没箇所 全景

マンホールの老朽化更新
2025年1月28日（火）

第4回埼玉県災害対策本部会議資料より 国土交通省上下水道地震対策検討委員会資料より

持続可能な上下水道経営に向けて



（４）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和８年２月　Vol.8かすかべ上下水道だより　ー水音ー

道路上の漏道路上の漏水を発見したらご連絡を！水を発見したらご連絡を！

水道管の更新工事を行っています水道管の更新工事を行っています

下水道の緊急点検を実施しました下水道の緊急点検を実施しました

老朽化した下水道管をリニューアルしています老朽化した下水道管をリニューアルしています

市では日頃から漏水調査や監視パトロールを行い、漏
水の早期発見に努めていますが、市民の皆様のご協力
が必要です。漏水かなと思ったら、上下水道部施設管
理課へ連絡をお願いします。

【漏水の発見例】

老朽化した水道管の耐震化を目的とした工事を行って
います。この工事では古くなった水道管の中に、新し
い管を通して整備する新工法を採用しています。国道
などの交通量の多い道路を掘り返さずに工事ができる
ため、工事による影響を小さくすることができます。

市内には多くの公共下水道が布設されており、老朽化
する下水道管が増加する傾向にあります。老朽化した
下水道は、管の破損に伴う道路陥没や詰まりを引き起
こす原因となります。市では、リニューアルする小さ
な下水道管の場合は、写真のように、老朽化した管の
中に自立して外力に耐える新しい管をつくる工事を
行っています。

市では国が示す規模（口径２m以上）の汚水下水道管
渠は保有していませんが、令和７年１月28日に発生
した八潮市での陥没事故を受けて、市独自の取組とし
て、県管理の流域下水道との接続部から上流側の市の
重要な下水道管
渠と道路表面の
目視によるパト
ロールを実施し
ました。
点検の結果、異
常は確認されま
せんでした。

《国道４号バイパス》

広告

工事前 工事後

担当：施設管理課 上水道施設担当 ( 内線 7543）担当：施設管理課 上水道施設担当 ( 内線 7543）

担当：工務課 工務担当 ( 内線 7565）担当：工務課 工務担当 ( 内線 7565）

担当：施設管理課 下水道施設担当 ( 内線 7552）担当：施設管理課 下水道施設担当 ( 内線 7552）

担当：施設管理課 下水道施設担当 ( 内線 7552）担当：施設管理課 下水道施設担当 ( 内線 7552）
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